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 近年、子どもが当事者になった痛ましい事件が頻発するなど、「命の大切さ」を実感としてとらえき

れない子どもが増えていることから、子どもに生命を大切にする心をはぐくむ道徳教育の充実が求めら

れております。 

 
 網走管内では「オホーツク心の教育推進プラン」を軸に、各学校において、心の教育が行われている

一方で、核家族の進行に伴い、子どもが家族等の死に直面し、生や死について考える機会が減少してい

ることなど、命について正対して考えることが少なくなってきている状況があります。 

 

 このため、子どもが「命の大切さ」を実感することができる学習に向けて、自信や夢をもつことの大

切さを理解したり、他者への関心や共感を深めたりする教育との関連を重視するなど、教育活動を工夫

することが大切です。 

 
 また、子どもが自他の命のかけがえのなさ、誕生の喜び、生を享けたことへの感謝、生きることの尊

さ、死の重さなどを理解することができるよう、適切な課題を設定し授業を実践することが必要です。 

 

 本指導資料では、各学校において、生や死などについて自ら考え、命あるものを尊び、「命の大切さ」
を実感することができる子どもの育成を目指した指導を推進するため、全体計画の例や教科等における

実践例を紹介します。 

 

 「命の大切さ」を実感することができる学習の一層の充実に向けて、本指導資料が子どもの実態や発

達段階、また、学校の実情に応じて、教育活動の中のあらゆる機会をとらえて活用されることを願って

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  
     ① 学校全体で効果的に取り組むための全体計画及び組織体制づくりの工夫  

    ② 各教科等の特質を生かした授業の工夫  

    ③ 道徳の時間をかなめとした、「身に付けさせたいこと」と「はぐくみたいこと」を 

    明らかにした授業づくり 

    ④ ボランティア活動や自然体験活動などの豊かな体験を生かした道徳の時間の工夫 

    ⑤ 学校における道徳教育と家庭における道徳教育の連携 

   ⑥ 地域や関係機関等と連携を図った道徳教育の充実 

 

「命の大切さ」を実感することができる学習を実現する指導のポイント 
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 命の大切さを実感することができる学習を効果的に進めるためには、道徳教育のかなめである道徳

の時間と各教科や特別活動、総合的な学習の時間で行われている生命尊重にかかわる内容を関連付け

ながら、道徳の時間で補充・深化・統合を図ることが大切です。 
 このため、推進に当たっては、命あるものすべてをかけがえのないものとして尊重する心を育成す

ることを中心に据え、子どもが命を生活とのかかわり中でとらえ、人間としてよりよく生きていこう

とする自覚を深めていくことができるよう具体的な方策を総合的に示した全体計画が必要です。 
 
〔「命の大切さを実感することができる学習」に効果的に取り組むための全体計画の例（小学校）〕 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
。 

学校の教育目標 

 
〔「命の大切さ」を実感することができる学習の目標〕 

○命の大切さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重で

きる子どもの育成 

 
教師の願い 
児童の実態 
保護者の要望 
地域の実態 

 
憲法・関係法
規等 
 
社会の要請 
 
学習指導要領 

 
 
 

〔国 語〕 
・他者の考えを尊重して話す・聞く学習 
・命について考えを深める読書 など 

〔社 会〕 
・地域社会に対する誇りを育てる学習 
・環境問題と生命とのかかわりついて考える
学習 など 

〔算 数〕 
・日常生活における様々な事象から情報を収
集し、数量的・統計的にその事象をまとめ
る学習 など 

〔理 科〕 
・生物の体のつくりと働きに関する学習 
・生物と環境とのかかわりに関する学習など 

〔生 活〕 
・物と触れ合い、生命とのかかわりを深める
学習 など 

〔音 楽〕 
・音楽のよさや美しさを感受する創作活動や
鑑賞 など 

〔図 工〕 
・様々なものの素材のよさに気付き、それを
生かした造形活動 など 

各教科における命の大切さを実感する
ことができる学習 

特別活動における「命の大切さを実
感させる学習」 
 
〔学級活動〕 

◎話合い活動の充実  

◎人間関係の醸成 

・ブレーンストーミング、ディベート 

・構成的グループエンカウンターなど 

 

〔児童会活動〕 

 ◎子どもの発案、主体的な活動の重視 

 ・いじめを根絶する取組 

 ・子どもフェスティバルの運営 など 

 

〔学校行事〕 

◎「勤労生産・奉仕的行事」の充実 

・町内グリーン大作戦 

・収穫祭 など 

 

〔クラブ活動〕 

 ◎異年齢交流の重視 

・校内展示会 

・手話クラブの活動 など 

特別活動における命の大切さを実感
することができる学習 

 
 
 
◎問題解決的な学習 

◎体験的な学習 

〔主な内容〕 
・ふるさと学習（サケの稚魚放流） 

・うさぎの飼育、観察 

・保育所、お年寄りクラブとの交流 

・稲作の栽培学習 など 

 

総合的な学習の時間における命
の大切さを実感することができ
る学習 

 
◎生命尊重にかかわる内容項目〔３－（２）〕を重点とする。 
 関連項目：２－（２）、３－（１）、（２） 
○各教科、他領域等との関連付けを図る。 
 

道徳の時間の指導の方針 

〔全体計画作成のポイント〕 

・道徳の時間を中核に据え、発達段階に応じた目標を設定します。 

・各教科、領域等の既成の学習活動の中から、生命尊重にかかわる内容を抽出し、関連付けます。 

 

 

〔学年別重点目標〕 

低学年…生きることを喜び、生命を大切にする心をもつ。 
中学年…生命の尊さを感じ取り、命あるものを大切にする。 
高学年…生命がかけがえのないものであること知り、自他

の生命を尊重する。 
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    理科において命にかかわる学習を進めていくには、理科における固有の目標や内容を踏まえ、

取り扱う内容を決定していくことが大切です。 
    その際、道徳の時間等との関連を図り、効果的な指導を進めていくことが必要です。    

 
○ 学年目標から見る「生命尊重」のキーワード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ○ 小学校第５学年における命を大切にする理科の指導内容 
                ・植物の成長には水が不可欠であること 
                ・植物の成長は、日光や肥料によって影響を受けること  
                ・花にはめしべやおしべがあること 
                ・花が咲いた後に実ができ、実の中に種子ができること 
                ・受粉と結実の関係をとらえるようにすること 
 
 
 
 
 
              ＜魚などの動物の観察＞   
                ・魚には雌雄があること 

 ・卵の中が変化する様子をとらえること 
                ・卵の中には育つための養分が含まれていること 
                ・ふ化の様子をとらえるようにすること 
              ＜人の発生や成長について調べる学習＞ 
                ・人は、母体内で成長して生まれること 
                ・人は、母体内でへその緒を通して母親から養分を 

もらって成長すること                                                                             

＜第３・４学年＞ 

生物を愛護する

＜第５・６学年＞ 

生命を尊重する

＜中学校第２分野＞ 

生命を尊重する

第３ 
学年 

・生物の成長のきまりや

体のつくり 
・生物どうしのかかわり 

第４ 
学年 

・動物や植物の成長と環

境とのかかわり 
 

第５ 
学年 

 
・生命の連続性 

第６ 
学年 

・生物の体の動き 
・生物と環境とのかかわ

り 
 

・植物や動物の種類 
・生物の細胞と生殖 
・自然の調べ方 

植物を観察する

活動を通して 

動物の発生や成

長について調べ

る活動を通して 

生命の連続性につい 
ての見方や考え方が 
もてるようにする。 

 

 ◇ 命の大切さを実感することができる指導内容や指導方法を工夫する。 
 ◇ 命にかかわる学習に取り組む姿勢や態度の育成を通して、命を大切にする心を育む。 
 ◇ 理科における内容と道徳の時間の主題とのかかわりを明確にして、それぞれの学習内容が

生かされ、命を大切にする心が深まるようにする。 
 

観察・実験等を生かした理科の実践 
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○ 命を大切にする理科指導の本時案（例）【小学校 第５学年】 

魚と人の誕生の共通点と違い 

 本時の目標 

  １ 生命の誕生を観察したり、調べたりする活動を通し、生命誕生の神秘さを感じるとともにか

けがえのない命を大切にしようとする気持ちをもつことができる。（関心・意欲・態度） 

  ２ メダカと人の誕生までの様子について、共通点や違いを考えることができる。（科学的な思考） 

  ３ 自分なりの方法で調べたり、考えたりしたことをまとめ、わかりやすく発表することができ

る。（技能・表現）   
 
 本時の展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

段階 主  な  学  習  活  動 教師の働きかけ 
■本時の課題を把握する。 
 
 
■発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
■発表をもとに、一人一人がメダカと人の誕生にかか

わる共通点や違いを考え、共通点は黄色の付箋、違

いは赤色の付箋に書き、模造紙に貼る。 
 
■模造紙に貼った内容について、全体で交流する。 
 ＜メダカと人の共通点＞ 
  ・受精卵が育って生まれること ・自分で栄養を取ることがで 

きないこと ・親の命を引き継いでいくこと   など 
 ＜メダカと人の違うところ＞ 
  ・誕生するまでの期間が違うこと ・メダカは卵の中に養分が 
   あり、人はへその緒から栄養を取ること ・生まれてくると 
   きにメダカは尾ひれがあり、人は手足があること   など 
 
■生命の誕生を観察したり、調べたりしたことから 
 感じたことを書き、グループ内で交流する。 
・卵からメダカの赤ちゃんが生まれていたときは、とてもうれ 

   しかった。 
  ・生まれたメダカを大切に育てたい。 
  ・メダカも人も卵の中で心ぞうや目ができてくることを知って 
   ふしぎに思った。    
  ・おなかの中に赤ちゃんがいるお母さんは、２人分の栄養をと 

らなければならないからたいへんだと思った。 
・命は尊いものだと感じた。 
・せっかく生まれていた命なんだから、大切にしなければなら 
ないと思った。   など 

 
■まとめ 
○各グループで話し合われたことを発表する。 

留意点・評価 
・相手に伝わるように上

手に発表するとともに

友だちの発表にもわか

りやすい話し方や工夫

が必要なことを考えな

がら話したり、聞いた

りする。 
 
 
 
 
・自分が調べたコースの

他のグループと調べな

かったコースを１度ず

つ聞きに行くようにす

る。 
 
・同じような考えは、ま

とめるようにする。 
 
 
 
 
・付箋に書いた内容をワ

ークシートに書くよう

に指示する。 
 
・全体で共通点と違いを

確認する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・友だちが発表した内容

で共感するものも書き

込むようにする。 
 
・各グループが活発に話

合いができるように支

援する。 
 
 
 
・自分の考えと友だちの 
考えでよかったものを

ワークシートにまとめ

る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
・目標３＜発表＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・目標２ 
 ＜ワークシート、

発表＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・目標１ 
 ＜ワークシート、

発表＞ 
 

メダカと人を比べながら誕生について考えよう。 

＜メダカ誕生観察コース＞ 
 メダカの誕生について観察

したことや考えたことを発表

する。 

＜人の誕生調査コース＞ 
 人の誕生について調査した 
ことや考えたことを発表す

る。 

・メダカはたまごの中で育ち、

稚魚になるまで１０日くら

いかかる。   など 

・人は、おなかの中で育ち、

誕生するまで１０か月くら

いかかる。   など 

ワークショップ形

式で行う。 

課
題
把
握
・
解
決
の
見
通
し 

課 
 

題 
 

追 
 

究 

本
時
の
ま
と
め 

心のノートな

どを活用しな

がら思いを広

げる。 

学級通信や学級新

聞で紹介する。 
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特別活動では、「体験的な活動」が重視されていることから、「命の大切さ」を実感できる体験
を積極的に取り入れ、活動を充実させることが大切です。 
また、「体験的な活動」を生かすことができるよう、道徳の時間との関連を十分に図ることが必

要です。 
 

 
 
○ 特別活動における体験活動を生かす具体的な手だて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 学級活動における命にかかわる学習 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体験活動を生かした特別活動の実践 

◇命にかかわる学習が、子どもの自主的、実践的な活動になるように工夫する。 

◇命にかかわる学習を通して、豊かな人間関係や連帯感をもつことができる活動にする。 

◇家庭や地域の人々との連携や交流を図る。 

 

〔小学校〕 
 希望や目標をもって生きることや基本的な生活習慣の確立、望ましい人間関係など、
特に、日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関することとのかかわりの中で指
導する。例えば、 
・自己理解を深め個性の伸長を図るなど自己を見つめる学習 
・望ましい食習慣に関する学習 
・いじめの根絶等を含む、望ましい人間関係を醸成する学習 など 

〔中学校〕 
自己及び他者の個性を理解したり尊重したりすること、社会の一員としての自覚と

責任をもつこと、ボランティア活動など、特に個人及び社会の一員としての在り方、
健康や安全に関することとのかかわりの中で指導する。例えば、 
・集団生活におけるルールやマナー、自由と責任に関する学習 
・他人を思いやる心、互いに認め合い生きていく態度に関する学習 
・青年期の悩みやその解決方法について話したり調べたりする学習 など 

〔学校生活の中で行う体験活動〕 

①地域の清掃等の奉仕体験活動  ②高齢者や幼児等との交流活動 
③自然を愛護する体験活動 ④職業体験活動 ⑤異年齢集団活動 
⑥障害のある人との交流活動 ⑦農作物栽培等の勤労生産的体験活動 
⑧国際理解を深める体験活動 
⑨伝統工芸や伝統芸能を愛護したり伝承したりする体験活動など 

〔体験活動を生かすポイント１〕 

生命尊重にかかわる道徳の時間を並行させたり、意図的

につなげたりするなどの工夫をする。 

・体験を資料化する。  

・体験時の写真や作文を補助資料として活用する。 

－体験活動－ 

－道徳の時間－ 

〔体験活動を生かすポイント２〕 

理解を深める疑似体験活動等を工夫する。 

・車椅子体験 ・ロールプレイング など 
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○ 命を大切にする学級活動の本時案（例）【中学校 第１学年】 

「私がこの地球上にデビューした日」 

 本時の目標 

  １ 生命の誕生に自分を重ね合わせることにより、生命を尊重しようとする態度を養う。 
  ２ 話し合い活動を通して、仲間の考えを尊重しようとする態度を養う。 
    

※ 参観日に実施し、保護者の積極的な参加をお願いする。 
   
 本時の展開 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段

階 

生徒の主な学習活動 教師の指導 

 

 

導 

 

 

入 

 
・「心のノート」（「かけがえのない命」P６７）の
詩を読む。 

■本時の学習課題の把握 

 

・事前にグループをつくっておく。 

・事前の取材の状況を確認する。 

 

 

・教師が範読し、落ち着いた雰囲気

の中で聴くことができるように

する。 
 
 

 

展 

 

 

 

 

開 

 
 
 

 
■赤ちゃん人形による疑似体験 

○赤ちゃんの産声を聞く。 
○赤ちゃん人形を全員が交代でだっこする。 

 

■感想の交流 

○感想をグループで交流する。 
○グループでの交流の様子を発表する。 

 

■自分の思いと保護者の思いの比較 

・疑似体験を通して感じた自分の思いと、保護者から取

材したことや参観している保護者の感想を比較し、生

命に対する思いを深めるようにする。 

 

■ゲストティーチャーによる講話 

・妊婦の方から話を聞く。 

 
 
 
 
・保護者にも赤ちゃん人形を抱いて

もらい、その様子を観察できるよ

うにする。 

・グループ内では、短くてもいいか

ら、感想を全員が発表できるよう

に支援する。 

・保護者の感想も聞けるように支援

する。 
 

終 

 

末 

 

 
■まとめ  

・この時間に生命について感じたり、考えたりしたこと

を書く。 

 

・次時、道徳の時間に資料を使って 

生命の尊重について学習すること

を知らせる。 

   

かけがえのない命について、話し合ってみよう。 

 
心のノート「その日のこ

と」について、保護者等から
事前に取材しておく。 
 

 
〔ゲストティーチャーの活用〕 
 
「生命」に関する体験や専門性

をもった人の話は効果的である。
例えば、他の職業経験者など、特
別な体験をもつ教師や養護教諭
との協力的指導、医師や看護師、
警察官などを招いての指導、保護
者からの手紙による情報提供や、
実際に保護者の参画を得て進め
る指導が考えられます。 
 

 

次 時 

赤ちゃん人形を活
用した疑似体験を
通して、理解を深め
ます。  

ねらいに迫るための
生きた資料の提供者
として妊婦の方に講
話を依頼します。 

    ■ねらい 
・自己の生命は、家族に見守られ支えられて生きている
ことを理解し、生命を大切にしようとする心情を育て
る。 

■内 容 
・生から死、死から生へと変わっていく主人公明子の心
情を通して、生きることの意味や生命の尊さを考える。 

道徳の時間 

「へその緒」３－（２） 
平成５年文部省 
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    総合的な学習の時間でねらいとする「自己の生き方を考える力」は、子どもが自分らしさを

切り開き、自己の成長を確かめる力であります。この学習で、子どもが「命の大切さ」を実感

することができるため、道徳の時間との相互の関連を図りながら、特に、次のような点に着目

することが大切です。 

○ 小学校第６学年における総合的な学習の時間と道徳の時間との関連（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ◇ 総合的な学習の時間で、横断的・総合的な課題を「命の大切さ」と関連させて位置付ける。 

◇ 総合的な学習の時間では、自然体験、交流体験、創造的体験などを充実させ、道徳の時間

では、子どもの体験を想起させながら、「命の大切さ」について深く考えさせるようにする。 

◇ 道徳の時間で身に付けた道徳的価値や道徳的実践力を、総合的な学習の時間において発揮

できるよう、活動を工夫する。 
◇ 家庭や地域と連携し、子どもが命と直接向き合い、「命の大切さ」に気付く活動を工夫す

る。 

総合的な学習の時間と道徳の時間との相互の関連を図った実践 

総合的な学習の時間 

・体験活動等から「命」に

興味や 関心をもてるよ
うにする。 

 時 期   ５月下旬 
 主題名  一度きりの命 ３－（2）

 資料名  祖母のつえ 
 
 
限りある命の大切さを知り、自他の

生命を尊重しながら、一日一日を大

切にして精一杯生き抜こうとする心情

を育てる。  

学んだことの価値に気付

き、命の大切さを実感しな

がら、よりよく生きていこ

うとする。 

・課題について調べたこ

と、体験したこと、考え

たことなどをまとめ、他

へ発信する。 

・自己の課題解決に向け

て、問題解決的な活動や

体験、交流活動を行 

う。 

・調べたい問題に関する課

題を設定し、課題解決の

計画を立てる。 

指導のポイント 

 時 期   ９月下旬 
 主題名  つながる命 ３－（2） 
 資料名  命のバトン 
 
 
相田みつをの詩を基に受け継がれる 

命のすばらしさに着目し、自己の存在

の重みを実感させる。 

 時 期   １０月上旬 
 主題名  命かがやく ３－（2） 
 資料名  あの子があぶない 
 
 
 目の前の危機的状況に対して放って 

おけない人間の崇高さに着目しなが 

ら、命の尊さについて考えさせる。 

【出会う】

【つかむ】

道徳の時間 

【調べる】

【まとめる】 

【見つめる・つなげる】 

指導のポイント 

指導のポイント 
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○ 総合的な学習の時間の単元の指導計画（例）【小学校 第６学年】 

単元名：限りある命 

 単元の目標 

  １ 命の大切さについて、自ら課題を見付け、各教科等で学んだことを生かしながら、よりよく

生きることを追求する。 

 
 本時の展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

段階 主  な  学  習  活  動 

自分の周りの生命に目を向けよう。 

■命の探検                                                      
  ・校庭に出てデジタルカメラで「命」をテーマに自由に写真を撮り、感 
   じたことを発表する。                                         
■「年齢ものさし」づくり                                        

  ・思い出の絵や写真を貼って小学校６年間を振り返る「年齢ものさし」 
   を作り、一生の長さを考える。                                 
■心のノート「生命を愛おしむ」に、これまで各教科等で書きため 
てきたことを、友だちと伝え合ったり、クラスの中で話し合ったり 
しながら、生命に対する自分の思いや考えを見つめる。 

                    
テーマ「限りある命」を知り、課題を決めて、学習計画を立てよう。 

■「心のノート」を振り返り、どんな視点で生命を見つめ 
ていくのかを考える。 
■友だちと話し合う中で、課題を明確にし、課題を追求 
していくための学習計画を立てる。 
 

自分の課題を追求していこう。 

  ・書籍、新聞、インターネットなどを活用して。 
  ・取材活動や体験活動を通して。 
  ・インタビューやアンケートを行って。        等 
活動したことを、「心のノート」にまとめていく。 
 
中間報告会をしよう。 

  ・これまでの自分の活動や、限りある命に対する思い 
や考えをグループ内で、伝え合い、話し合う。 

   
中間報告会を生かして、さらに課題を追求していこう。 

  ・友だちの報告内容や話し合ったことを生かし、自分の 
活動を整理する。 

 
限りある命を見つめてきた自分の思いや考えをまとめよう。 
・これまでの自分の活動や、限りある命に対する自分の 
思いや考えの変容を振り返り、作文を書く。 

   
限りある命について話し合おう。 

 ・作文を基にして、限りある命について話し合う。 
 ・討論会 ・私の主張 など 

教科等との関連 
 
 
 
・理科 
 「生物とその環境」 
 
・家庭科 
 「家庭生活と家族」 
 
・国語科 
 「話すこと・聞くこと」 
 
 
 
 

出 

会 

う 

・ 

つ 

か 

む 

調 

べ 
る 

・ 

ま 

と 

め 

る 

見
つ
け
る
・
つ
な
げ
る 

８ 
８ 

５ 

５ 

３ 

２ 

４ 

２ 

６ 

時数 

１ 題材名 「命の探検」 （２／２） 
２ 本時の目標 
  校庭で撮影した「命」をテーマにした写真の発表会を

通して、身近な自然現象から命の有限性を実感する。 

３ 本時の展開 
過程  主な学習活動    教師のかかわり  各教科との関連 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○前時の学習を振り

返る。 

○本時の学習活動を

確認する。 
 
 
 
 
○グループ内で、各

自が前時に撮影し

た「命」をテーマ

にした写真の説明

をし、写した事象

から感じたことを

発表する。 

○友だちの発表を聞

き付箋に自分の感

想や考えをメモす

る。 

○各自がメモした付

箋を持ち寄り、グ

ループ内で互いに

伝え合い、感じた

ことの交流をす

る。 
 
○本時の学習につい

て、振り返りカー

ドに記入する。 

○次時の学習の見通

しをもつ。 
 

○理科での学習内容

と児童が見付けた

事象とを関連付け

るように働きかけ

る。 

 

 

 

 

 
 
○話合いに行き詰ま

ったグループに

は、助言をする。 
 
 
 
 
○児童一人一人の意

欲や態度、気付き

などを認め、次時

への意欲を高め

る。 
 

○理科 
 「生物

とその

環境」 
 
 

自分が撮影した写真の紹介と

感じたことを発表しよう。 

出 
 
 
 
 
 
 
 

会 
 
 
 
 
 
 
 

う 

１ ５ 
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○ 道徳の時間の実践（例）    【小学校 第６学年】 
 

主題名：「一度きりの命」 ＜内容項目３－（２）＞ 
ねらい  

   ・命がかけがえのないものであることを知り、命を大切にして力強く生きようとする態度を育  

てる。 

資料名 「祖母のつえ」（文部省 道徳教育推進資料 「小学校 読み物資料とその利用」） 

本時の展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

段階 発問等（○）と予想される児童の反応（・） 
①これまで、自分の身近で

起こった生や死について

振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②「祖母のつえ」の範読を

聞きながら、登場人物 

の気持ちを考え、発表す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③命を大切にして力強く生

きることについて考え 

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④教師の説話を聞く。 

指導上の留意点 
○以前、校庭で「命」をテーマに写真を撮って

もらいましたが、その時、みんなはどんな写

真を撮ったでしょうか。 

 ・野良猫 ・咲いている花 

 ・枯れ草 ・虫の死骸 ・鳥の死体 

○どうして、枯れ草や死体が「命」のテーマと

関係していると思ったのかな。 

 ・生きていれば、必ず死ぬから。 

 ・死体は、生きた証だから。 

○今まで、自分の身近な人の死を経験したこと

がありますか。 

・おじいちゃん ・隣のおばあさん  

・ない 

○その時、どんな気持ちでしたか。 

・悲しかった。 

・よく分からない。 
 

○「おばあちゃん…、おばあちゃん」と心の中

で呼びかける「ぼく」はどんな気持ちでしょ

うか。 

・死んじゃ嫌だ。 

・もう会えなくなるの。 

○祖母はどんな気持ちで日光山に登っていた

のでしょうか。 

・日光山に登ると気持ちがよい。 

・残された一日一日を懸命に生きよう。 

・命のある間は社会のために尽くそう。 

○両手でつえを持った「ぼく」は、どんなこと

を考えたのでしょう。 

・つえには祖母の思いや生き方が込められて

いる。 

・祖母の生き方を学んでいこう。 

・祖母の分もしっかり生きよう。 

・ぼくもみんなのためになることをしなくて

は。 
 

○この登場人物のように、命を大切にして力強

く生きている人を、見たり聞いたりした経験

や、その時に思ったことを話し合いましょ

う。 

・町内会のおじいさんが、毎朝、公園のゴミ

拾いをしていて、…。 

・ドラマ「１リットルの涙」の主人公が、難

病にも負けず、一生懸命生きていたのを見

て、…。 
 
○教師の経験から話をする。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
・児童の家庭環境に配

慮し、深入りはしな

い。 
 
 
 
 
 
・資料の場面絵を提示

し、登場人物の気持

ちを想像させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・児童の心の変化を道

徳用ノートに記入さ

せる。 
 
 
 
 
 
 
・資料から感じたこと 
. を自分の体験と置き 
 換えて、道徳的価値 
 の内面化を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教師の説話を聞き、自

分の思いをまとめさ 
せる。 

 

導 
 
 
 
 
 
 
 
 

入 

展 
 

開 
 

前 
 

半 

学 習 活 動 

展 
 

開 
 

後 
 

半 

終
末 

 
総合的な学習の時間で

取り組んだ「命の探検」

を想起させる。 

 
総合的な学習の時間

における自分の課題

の明確化につなげる。 
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 ○「道徳教育推進指導資料 小学校 心に響き、共に未来を拓く道徳教育の展開」   文部科学省 
 

 ○「道徳教育推進指導資料 中学校 心に響き、共に未来を拓く道徳教育の展開」   文部科学省 
 

 ○「道徳教育推進指導資料 小学校 読み物資料とその利用」                 文部省 
 

 ○「道徳教育推進指導資料 小学校 読み物資料とその利用」                 文部省 
 

 ○「児童生徒の心に響く道徳教育推進事業・豊かな体験活動推進事業報告書 豊か 
な心をはぐくむために」                           北海道教育委員会 
 

 ○「『命の大切さ』を実感させる教育への提言」  
                 「命の大切さ」を実感させる教育プログラム構想委員会（兵庫県） 

 

 ○「環境教育指導資料」              国立教育政策研究所 教育課程研究センター 
 

 ○ ｢小学校学習指導要領｣                               文部省 
 

 ○「中学校学習指導要領」                               文部省 
 
 ○「小学校学習指導要領 解説」                                  文部省 
 

 ○「中学校学習指導要領 解説」                                  文部省 
 
 
 
 
 




